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要 約

【目的 】 保 育 所 にお け る玩 具 の 細 菌 汚 染 の 実 態 を 明 らか にす る。

【方 法 】 保 育 所2施 設 の{木 、 布 、 紙 、 プ ラス チ ック(硬 質 、 軟 質)製}の 各 材 質 の 玩 具 を 対 象 と し、2014年7

月 か ら2015年3月 迄 の春 夏 秋 冬 の4季 、 ス タ ンプ培 地 に よ り試 料 を 採 取 した。 試 料 は 通 常 通 りの 洗 浄

(洗 濯 機 洗 い、 水 洗 い、 水 拭 き等)の 前 後 に採 取 し、 細 菌 学 的解 析 を行 った。

【結 果 】 玩 具 の 総 数 は385個 で あ り、385個(100.0%)か ら一 般 細 菌 が 検 出 さ れ た。 同 定 さ れ た 細 菌 は主 に

Staphylococcus　 epidermidis等 の皮 膚 常 在 菌 で あ った が、Pseudomonas　 aeruginosa等 の環 境 に生 息 す

る細 菌 も検 出 さ れ た 。methicillin-resistant　 Staphylococcus　 aureus(MRSA)も 布 製 玩 具 か ら検 出 さ

れ た が 、 洗 濯 機 洗 い によ る洗 浄 後 に は検 出 され な か った 。

【結 論 】 保 育 所 の玩 具 は主 に皮 膚 常 在 菌 に汚 染 さ れ て い た。MRSAも 検 出 され た が、 通 常 通 りの洗 浄 で 除 去 で

き、 適 切 な 衛 生 管 理 の 重 要 性 が 示 唆 され た 。
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I.は じめ に

近年、女性の就労率の増加などか ら、保育施設を利用

する児童は年々増えており1)、保育所における乳幼児の

健康管理は、より重要となっている。

乳幼児は免疫能が低 く、感染防御機能が未熟であり2)、

身体的 ・生理学的特徴から、感染症を発症 した際に重症

化 しやすい。保育所を利用 している子どもたちは、長時

間集団で生活を しており、子どもたち同士や保育者との

濃厚接触が多 く、接触感染の リスクが高い3)。そのため、

保育所では接触感染対策が重要である4)。手洗いなどの

衛生行動や排泄が自立 してお らず、自ら感染予防行動が

取れない乳幼児では2)、保育者による適切な対策が必要

となる。

保育所には玩具が共有物品として備え られている。色

や大きさ、材質の異なる様々な種類の玩具が多数あり、

それらは日々の保育において、必要不可欠なものである。

多 くの子どもたちが接触する玩具の衛生管理は、接触感

染対策として重要である。玩具の衛生管理については、

「保育所 における感染症対策ガイ ドライン」5)に示 されて

いるが、ガイ ドライ ン公表後の玩具の管理方法や衛生状

態の実態についての報告は、ほとんど見 られない。

これまでに、保育所の玩具の汚染について報告されて

いる研究6-8)は、玩具の材質が明確にされていないもの

や、検出された細菌の数のみの検討で、菌種の検討がさ

れていないものなどであり、汚染の実態が明 らかにされ

ているものはほとんど見 られない。さらに、玩具の適切

な衛生管理方法について検討 したものも少ない。

保育所において玩具の細菌汚染の実態を明 らかにする

ことは、玩具の汚染状況にあわせた、適切な衛生管理の

必要性と方法を明 らかにするための基礎資料となり、乳

幼児が集団生活をする保育所での、感染予防に寄与でき

ると考えた。

本研究の目的は、保育所の玩具の細菌汚染の実態を明

らかにすることである。

Ⅱ.研 究 方法

1.対 象

名古屋市の子ども青年局保育部より紹介された、0歳

児(生 後57日 目か ら)～2歳 児クラスの児童が多 く在籍

する、名古屋市内の保育所2施 設の玩具を対象とした。

両保育所では、ガイ ドライン5)に準 じて作成 されたマ

ニュアルに沿って、玩具の衛生管理が行われており、通



常の洗浄方法は、「洗濯機洗い」「水洗い」「水拭 き」「布

拭き」「日光に当てる」の5通 りであった。「洗濯機洗い」

のみ市販の洗濯洗剤が使用されていたが、それ以外の方

法では洗浄剤は使用されていなかった。洗浄方法は、玩

具の材質や形状により選択 されており、「洗濯機洗い」

により破損の恐れのあるものは 「水洗い」を、「水洗い」

により内の空洞に水が入る恐れのあるものや、故障する

恐れのあるものは 「水拭き」をされていた。洗浄頻度は

クラスにより一部異なり、玩具の材質には因らなかった。

0歳 児クラスでは、毎日の施設 と週1回 の施設があった。

1、2歳 児クラスでは、2施 設とも週1回 であった。子

どもが口に入れたり舐めたりして遊んだ玩具は、遊びを

やめて手放すとす ぐに、子どもの手の届かないところに

設置された籠に入れ られ、他の玩具と混在 しないように

区別されていた。籠に入れ られた玩具はその日のうちに

洗浄されていた。通常の洗浄のほか、感染症発症時には、

消毒薬を使用 した洗浄が行われていたが、今回の調査期

間中にはそのような機会はなかった。

2.研 究 期 間

2014年7月 ～2015年3月 まで の 春 夏 秋 冬 の4季 で あ る。

3.調 査方法

1)調 査方法の概要

金曜日もしくは木曜日の午後、玩具の抽出と試料採取

を行い、保育所での通常通りの洗浄を依頼 した。翌週月

曜日の朝、洗浄後の玩具か ら再度試料採取を行い、その

後子どもたちのもとへ返却 した。洗浄前の試料採取時に、

玩具の写真を撮影 し、洗浄後に対応させることができる

ように した。洗浄依頼時には、洗浄時に保育所の他の玩

具と混ざらないように、クラス別、洗浄方法別に洗濯ネッ

トに分けて依頼を した。

2)玩 具の抽出方法

0～2歳 児クラスの各保育室にある玩具か ら、玩具の

材質別(木 製、布製、紙製、硬質プラスチ ック製、軟質

プラスチ ック製)に 各3～5個 抽出 した。できるだけ材

質が単一の玩具から抽出 し、担当保育士の協力のもと、

子どもが口に入れたため籠に除けてあった玩具や、当日

子どもたちが遊んでいた玩具、日頃か ら人気のある玩具

から優先的に抽出 した。

3)試 料採取の方法

玩具全体をスタンプ培地 「ニッスイ」SCD寒 天(日

水製薬:東 京)、卵黄加マンニット食塩培地(日 水製薬:

東京)を 用いて、玩具全体をスタンプ し、採取 した。採

取は毎回同一の研究者が行った。

4)培 養 ・同定方法

ス タ ンプ 培 地 を 艀 卵 器35℃ で48時 間 好 気 培 養 した 。 発

育 した コ ロニ ーの 形 状 を 観 察 し、 全 て の コ ロ ニ ー に枝 番

号 を 付 与 した 。 付 番 した コ ロ ニ ーを グ ラ ム染 色 し、 鏡 検

した 。 鏡 検 の 結 果 か ら、 グ ラ ム陽 性 球 菌 とそ れ 以 外(グ

ラ ム陽 性 桿 菌 、 グ ラ ム陰 性 球 菌 、 グ ラ ム陰 性 桿 菌)に 分

類 し、 以 下 の よ う に純 培 養 を 作 成 した 。

グ ラ ム陽 性 球 菌 は、 羊 血 液 寒 天 培 地(日 本 ベ ク トン ・

デ ィ ッキ ン ソ ン:東 京)、 食 塩 卵 寒 天 培 地(日 水 製 薬:

東 京)、MDRS-K寒 天 培 地(極 東 製 薬 工 業:東 京)に 、

そ れ 以 外 は羊 血 液 寒 天 培 地 の み に塗 抹 し、 艀 卵 器35℃ で

48時 間 好 気 培 養 した 。 純 培 養 で 発 育 した コ ロ ニ ーを 再 度

グ ラ ム染 色 ・鏡 検 し、 鏡 検 所 見 を 確 定 した 。

グ ラ ム陽 性 球 菌 の う ち、 羊 血 液 寒 天 培 地 や 選 択 分 離 培

地 の コ ロニ ー所 見 や 培 地 の 反 応 か らブ ドウ球 菌 が 疑 わ れ

る もの を 、 培 養 同 定 ・一 般 細 菌 キ ッ ト ア ピス タ フ(シ

スメ ックス ・ビオ メ リュー:東 京)を 使用 し、 同定 を行 つ

た 。 グ ラ ム陰 性 桿 菌 は、 培 養 同 定 ・一 般 細 菌 キ ッ ト バ

イ テ ック2(シ ス メ ック ス ・ビオ メ リュ ー:東 京)を 使

用 し、 同 定 を 行 った 。 培 養 ・同 定 は臨 床 検 査 技 師 の 指 導

の も と行 った 。

5)薬 剤耐性菌の判定

Staphylococcus　 aureusと 同 定 され た菌 株 を 、 再 度 羊

血 液 寒 天 培 地 、 食 塩 卵 寒 天 培 地 、MDRS-K寒 天 培 地 に

塗 抹 し、 卵孚卵 器 で35℃48時 間 好 気 培 養 した。MDRS-K

寒 天 培 地 に成 育 した 菌 を 、BDク ロ ム アガ ーMRSAⅡ 寒

天 培 地(日 本 ベ ク トン ・デ ィ ッキ ンソ ン:東 京)に 塗 抹

後 培 養 し 、 発 育 し た 菌 を 臨 床 検 査 技 師 と と も に

methicillin-resistant　 Staphylococcus　 aureus(MRSA)

で あ る と同 定 した 。

4.倫 理的配慮

名古屋市立大学看護学部研究倫理委員会において研究

実施の承認を得た(ID:14017)。 その後、保育所施設

長に口頭と文書で説明を し、研究実施の許可を文書で得

た。試料採取のタイ ミングは保育所の職員と相談 し、児

童の保育に支障がないように配慮 した。

調査結果は、施設名をコード化 し匿名化することで、

施設が特定されないように配慮 した。

5.分 析方法

SCD寒 天、卵黄加マ ンニット食塩培地のいずれか一

方、 または両方の培地か ら細菌の発育を認めた場合を

「検出あり」 とし、一般細菌の検出割合を検討 した。菌

名が同定された細菌と同 じ枝番号の細菌が検出された玩

具を材質別に分類 し、検討 した。



Ⅲ.結 果

今 回 調 査 した 玩 具 の総 数 は385個 で あ った 。 玩 具 の 材

質別 に は木 製74個 、布 製71個 、 紙製70個 、 硬質 プ ラス チ ッ

ク製94個 、 軟 質 プ ラス チ ック製76個 で あ った 。

細 菌 学 的 調 査 の 結 果 、 細 菌 の検 出 を認 め た 玩 具 は385

個(100.0%)で あ った。

玩 具 か ら検 出 され 同 定 され た 細 菌 を 、 各 調 査 季 節 、 ク

ラス 別 、 材 質 別 に 表 に 示 した 。 い ず れ の 季 節 も玩 具 か ら

複 数 の 種 類 の 細 菌 が 検 出 され て お り、 各 ク ラス にお い て

い ず れ の 材 質 の 玩 具 か らも細 菌 が 検 出 され た 。

検 出 され た細 菌 の多 くはStaphylococcus　 epidermidis

等 のcoagulase-negative　 Staphylococcus(CNS)、S.

aureus,Micrococcus　 sp.等 の皮 膚 の常 在 細 菌 で あ った 。

Chryseobacterium　 indologenes,Pseudomonas　 aerugi-

nosaな ど環 境 に 生 息 す る細 菌 も検 出 され た。2015年 春

季 に薬 剤 耐 性 菌 で あ るMRSAが 布 製 玩 具 の お 手 玉 か ら

検 出 され た(図)。 この お手 玉 は洗 濯 機 で 洗 浄 さ れ、 洗

浄 後 にMRSAは 検 出 され な か った。

図MRSAの 検出された培地と洗浄前の玩具(お 手玉)

Ⅳ.考 察

今 回 保 育 所2施 設 にお い て 、 玩 具 の 細 菌 汚 染 の 実 態 を

明 らか に す るた め に 、4季 に渡 り調 査 を 行 った 。 そ の 結

果 、385個(100.0%)全 て の 玩 具 か ら一 般 細 菌 が検 出 さ

れ た 。

Hohashiら6)が 、 保 育 所 や 家 庭 お よ び小 児 科 外 来 を 対

象 と して 行 った 、 玩 具 の 細 菌 汚 染 の 研 究 で は、 保 育 所 玩

具94個 の うち89個(94.7%)が 一 般 細 菌 に汚 染 さ れ て い

た と報 告 さ れ て い る。Hohashiら7)の 、 保 育 所 の0歳 児

の プ レイ ル ー ム内 の 物 品 を 対 象 と した 、 細 菌 汚 染 の 研 究

で は、 絵 本41冊 の うち35冊(85.4%)、 ブ ロ ッ ク42個 の

う ち38個(90.5%)か ら一 般 細 菌 が 検 出 さ れ た と報 告 さ

れ て い る。 今 回 の 我 々 の 調 査 で は、 これ らの 報 告 を 上 回

り、 調 査 した 全 て の 玩 具 か ら一 般 細 菌 が 検 出 され 、 材 質

に よ る検 出 割 合 の 違 い は認 め られ な か っ た 。Hohashi

ら6)7)の 研 究 で は、 試 料 を採 取 す る玩 具 の 抽 出方 法 が 明

確 で はな く、 採 取 の タ イ ミ ング も一 定 で はな か った が 、

我 々 の 調 査 で は、 調 査 日 に子 ど もた ちが 遊 ん だ もの や 、

日頃 か ら人 気 の あ る玩 具 か ら抽 出 し、 採 取 を 洗 浄 直 前 に

行 う こ とで 、 玩 具 の 汚 染 の 実 態 を よ り的 確 に調 査 す る こ

とが で きた た め と考 え る。

Biranjia-Hurdoyalら9)の 、 幼 稚 園 と家 庭 の 玩 具 の 汚

染 の 研 究 で は、 幼 稚 園 の 玩 具 の75%が 細 菌 に汚 染 され て

い た 。 この 研 究 で は、3～5歳 の 子 ど もの 使 用 した 玩 具

を 調 査 して お り、 我 々 の 研 究 よ り年 長 の 子 ど もた ちを 対

象 と して い る。 オ ム ツ交 換 や 不 完 全 な トイ レ ッ ト トレー

ニ ング は、 保 育 所 環 境 にお い て細 菌 の増 殖 を 促 進 す る10)

とい う報 告 が あ り、 我 々 の 調 査 で は、0～2歳 児 ク ラ ス

が 対 象 の た め 、 玩 具 の 汚 染 の 割 合 が 高 か った と考 え る。

また この 研 究 も、 玩 具 の 抽 出 方 法 や 採 取 の タ イ ミ ングが

明 確 で はな か った 。

以 上 の こ とか ら、 保 育 所 の 玩 具 は、 一 般 細 菌 に汚 染 さ

れ て い る こ とが 改 め て 明 らか とな った 。 年 代 や 材 質 に よ

る一 般 細 菌 の 検 出 割 合 に違 い は認 め られ な か った 。

同 定 され た細 菌 の多 くはS.epidermidis等 のCNS、

S.aureusな ど皮 膚 の 常 在 細 菌 で あ った。Ibfeltら8)の 玩

具 を 含 め た 保 育 所 環 境 の 細 菌 学 的 調 査 の 研 究 で は、 これ

らの 皮 膚 の 常 在 菌 が97%の 採 取 場 所 か ら検 出 され た と報

告 され て い る。我 々 の調 査 は玩 具 のみ の調 査 で は あ るが、

玩 具 は子 ど もた ちや 保 育 者 が 使 用 す る際 、 手 指 で 触 れ て

い る もの で あ り、 同 様 な 結 果 が 得 られ た と推 察 す る。

S.epidermidisは 、 皮 膚 に最 も生 息 して い る細 菌 で あ

り、 特 に腋 窩 や 鼠 径 な どの 湿 潤 部 位 に存 在 して い る細 菌

で あ る。 今 回 検 出 され た他 のCNSと と もに 、 病 原 性 の

弱 い細 菌 で あ る。S.aureusは 、50%程 度 の 人 の前 鼻 孔

(鼻前 庭)に 定 着 して い る細 菌 で あ り、CNSと 比 べ 病 原

性 が あ り、 化 膿 症 や 食 中 毒 の 原 因 とな る こ とが あ る細 菌

で あ る。 これ らの 細 菌 は、 健 康 な 保 育 所 の 子 ど もた ち に

感 染 症 を 引 き起 こす こ と は少 な い。S.aureusの 薬 剤 耐

性 菌 で あ る、MRSAは 医 療 関 連 感 染 の代 表 的 な細 菌 で

あ るが 、 今 回布 製 玩 具 の1つ か ら検 出 され た。MRSA

は市 中 感 染 型 の 存 在 も明 らか とな って お り、 医 療 関 連 施

設 で はな い 保 育 所 か らの 検 出 は、 そ れ らの 可 能 性 も示 唆

され た 。 保 育 所 の 健 康 な 子 ど もた ち に は、 感 染 症 を 引 き

起 こす こと は少 な い が、 伝染 性 膿 痂 疹 の 原 因菌 で もあ り、

適 切 な 衛 生 管 理 に よ る除 去 が 必 要 で あ る。 今 回 の 調 査 で

は、 洗 浄 前 の 布 製 玩 具 か ら検 出 され て お り、 通 常 の 洗 浄



表 玩具から検出された季節 ・クラス ・材質別の細菌



方法である洗濯機洗いによって除去することができてい

た。

今回の調査では、一部の玩具か ら広 く環境中に生息す

る細菌である、C.indologenesやP.aeruginosaな どが

検出された。調査を行った保育所では、日常の洗浄にお

いて消毒薬を使用 していなかったため、一般環境にいる

細菌 も検出されたと考えられる。P.aeruginosaは 、土

壌や水、下水や汚水など湿潤な環境に生息 している細菌

である。今回の調査では、日頃水洗いをされている木製

玩具から検出されており、玩具の洗浄場所の衛生や、洗

浄後の十分な乾燥が必要であると推察された。これ らの

環境に生息する細菌も、保育所の健康な子どもたちに感

染症を引き起こすことは少ない細菌である。

以上のことから、保育所玩具を汚染 している一般細菌

の多 くは皮膚の常在菌で、一部は環境に生息する細菌で

あり、保育所に通う健康な子どもたちには、病原性の低

い細菌であることが明らかとなった。 しか し1つ の玩具

からではあるが、薬剤耐性菌も検出されており、病原性

のある細菌に汚染されることも明 らかとなった。

今回調査を行 った保育所では、ガイ ドライ ン5)に沿っ

たマニュアルに従い、定期的に洗濯機洗いや水洗いなど

の、玩具の衛生管理を行っており、布製玩具か ら検出さ

れたMRSAは 、洗濯機洗い後 には除去 されていた。 日

常的な衛生管理を行うことで、細菌汚染を除去すること

が可能であり、その重要性が改めて示唆された。

V.お わ りに

今回の調査において、保育所の玩具は一般細菌に汚染

されており、主な細菌は皮膚常在菌であることが明 らか

とな った。環境に生息する細菌やMRSAな どの細菌も

検出されたが、保育所の健康な子どもたちには病原性の

低い細菌であった。保育所での、通常通りの洗浄により

MRSAが 除去されたことから、衛生管理の必要性が改

めて示唆された、今回は保育所の玩具を対象としたが、

病院等では免疫力の低下 した子どもたちもいるため、玩

具の望ましい衛生管理について、今後さらに検討を行っ

てい く必要がある。
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 Bacterial Contamination of Toys at Day Care Centers 

Hiromi  Yoshikawa1), Hisako  Yano1) Hiroko  Wakimoto1)  Nanako  Hata2) 

1) Nagoya City University School of Nursing 
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                                     Abstract 

Objective: To investigate the extent of bacterial contamination of toys at day care centers 

Methods: Toys made of wood, cloth, paper, and hard and soft plastic at two day care centers were 

 sampled using stamp media four times between July 2014 and March 2015 (i.e., spring, summer, 

 autumn and winter). Samples were collected before and after regular cleaning by washing machine, 

 rinsing in water, or wiping with a damp cloth, and bacteria were isolated, identified and subjected 

 to drug resistance testing. 

Results: Viable bacteria were detected on 385 (100.0%) of 385 toys. Most of the isolated bacteria were 

 typical skin bacteria, such as Staphylococcus epidermidis, but bacteria from the environment, such as 

 Pseudomonas aeruginosa, were also detected. Methicillin-resistant Staphylococcus aureus (MRSA) was 

 detected on toys made of cloth before washing, but no bacteria were detected after cleaning by wash-

 ing machine. 

Conclusion: Toys at the day care centers surveyed in this study were contaminated mainly by resident 

 skin bacteria. Although MRSA was detected, regular cleaning was sufficient for killing this bacte-

 rium. The findings demonstrate the importance of hygienic management in day care center settings. 

Key Words: toys, day care centers, bacterial contamination, cleaning, MRSA
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